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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 197 ha

平成 25 年度　～ 平成 29 年度 平成 25 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 Ｈ２４ Ｈ２９

人／日 Ｈ２１ Ｈ２９

％ Ｈ２２ Ｈ２９身近な景観の改善度 身近な景観が良くなったと感じる人の割合
良好な景観形成により、身近な景観が良くなったと感じる人の割合
が増加する。

38 42

観光入込客数 本市が毎年実施している観光動態調査の観光入込客数 まち歩き観光の推進により、観光客の入込客数が増加する。 1,174,000 1,200,000

商店街の歩行者通行量 地区内の一日の歩行者数（自転車含む）
賑わいの創出により商店街の歩行者数（自転車含む）が増加す
る。

1,074 1,200

市街地のまち歩き観光の振興と賑わいの創出を図る
　①観光拠点と拠点間の整備及びスムーズな案内誘導により回遊性を高め、交流人口の増加を目指す。
　②魅力あるまち並みと賑わいの場の創出により、住民や観光客の滞留性を高め、中心市街地の活性化を目指す。
　③市街地の良好なまち並みの形成と賑わいにより、住環境の向上を目指す。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 福岡県 柳川市  柳河･城内地区

計画期間 交付期間 29

・人口が減少している中まちの活力維持のためには、交流人口の増加が必要であり、川下りだけでなく、市内に点在する観光資源を活かしたまち歩き観光の推進を図る必要がある。

・まち歩きを積極的に進めるため、日本人観光客だけでなく海外からの観光客も視野に入れた拠点及び拠点間の整備・誘導の必要がある。
・まち歩きに利用されている水辺の散歩道は、整備から３０年以上経過している箇所もあり、老朽化が進むとともにバリアフリー化に対応できていないため、改修が必要な時期にきている。

・歴史的伝統的景観が残る本地区では、定住環境づくりやまち歩き観光の推進のため、良好な景観形成が必要となっている。
・大規模集客施設の進出に伴い、中心市街地の空洞化を防ぐため、賑わい創出の取組が必要となっている。

■第一次柳川市総合計画（平成１９年２月 目標年次：平成２８年度）
【将来像】生きがいと活力に満ち自然と共生する住みよいまち
○北部市街地地域 定住環境づくりを促進し、賑わいと魅力のある中心市街地の創出や観光拠点・文教地域としての整備を図る。

■都市計画マスタープラン（平成２１年３月 目標年次：平成４１年度）
【将来像】水と人が美しい水郷柳川
○中心市街地ゾーン 掘割と調和した美しい景観、商店街としての賑わい、魅力ある空間を形成 ○景観保全ゾーン 伝統的景観の保全や来訪者を迎えることを意識した景観の創造により、美しい掘割景観やまち並みを形成

■柳川市観光振興計画（平成２１年３月 目標年次：平成３０年度）
【将来像】地域力が創る観光･交流都市「水郷柳川」
○魅力的な地域づくり～市民、観光客双方にとっての心地よい空間づくり ○多様な集客資源の融合～市全体の観光魅力を最大限に活かす ○観光情報発信･受信の充実～柳川の魅力を適時･的確に発信
○国際観光の推進～国際観光を振興

○本地区は、柳川市の北部に位置し、市の中心市街地として商店街や教育施設、官公署、福祉施設が点在する一方、１６００年代初めに築城された柳川城の城下町の町割りや掘割を残すとともに、数多くの名勝、史跡も点在している。
○また、本地区は観光の中心地であり、掘割を活用した川下りや名勝史跡を訪れる観光客は、年間１１５万人前後で推移している。
○第一次柳川市総合計画では、本地区を、定住環境づくりを進めるとともに、賑わいと魅力ある中心市街地の創出を図り、歴史的伝統的景観の保全に努め、観光拠点・文教地区として整備を進める地区と位置づけている。
○基本構想では、地域特性を生かした活力ある産業づくりのため、水郷まち歩き観光の振興を掲げている。
○良好な景観形成に向けて、平成２４年３月に柳川市景観計画、柳川市景観条例を策定し、同年１０月１日から施行しており、本地区は、景観重要地区に位置づけている。
○観光客の約３割が利用する西鉄柳川駅は、本地区に隣接しており、駅周辺地区では、市の玄関口として、また、観光地として魅力ある顔づくりのための整備を進めている。
○西鉄柳川駅東部では、土地区画整理事業を進めており、平成２６年度中にはその一部に大規模集客施設が進出を予定している。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

1

2

3

4

その他

○

方針に合致する主要な事業
○観光拠点と拠点間の整備及びスムーズな案内誘導による回遊性の向上
　・情報板等のサイン整備により、円滑なまち歩きの誘導を図る。
　・老朽化した遊歩道の再整備を行う事で、車椅子利用者を含め、多くの観光客のまち歩きの推進を図る。
　・緑地広場と多目的公衆トイレの整備により、まち歩きの推進と遊歩道の回遊性向上のための機能充実を図る。

道路事業（基幹事業／内堀線）
地域生活基盤施設（基幹事業／サイン整備）
地域生活基盤施設（基幹事業／（仮称）新外町緑地広場）
高質空間形成施設（基幹事業／内堀線その他、照明施設、カラー舗装等）
高質空間形成施設（基幹事業／多目的公衆トイレ）

○魅力あるまち並みと賑わいの場の創出による住民や観光客の滞留性の向上
　・中心市街地の空き地の活用を行い、地域交流空間として住民や観光客などの集客を図る。
　・観光スポットが点在する中心市街地のまち歩きを推進するイベント等を実施することで、街なかの滞在時間を延ばすとともに賑わいの創出を図る。

地域創造支援事業（提案事業／用地費）
まちづくり活動推進事業（提案事業／まち歩き推進事業）

○市街地の良好なまち並みの形成と賑わいによる定住環境の向上
　・中心市街地の良好なまち並みを形成することで、定住環境を整えるとともに、まち歩きの推進を図る。

重点地区型まち並み整備に関する研究（関連事業）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

柳川市 直 L= 700m H25 H29 H27 H29 73 73 73 73

公園

古都保存・緑地保全等事業

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 柳川市 直 - H25 H29 H27 H29 30 30 30 30

（仮称）新外町緑地広場 柳川市 直 A=1400㎡ H26 H28 H26 H28 58 58 58 58

高質空間形成施設 柳川市 直 - H25 H29 H27 H29 130 130 130 130

多目的公衆トイレ 柳川市 直 1棟(A=21㎡) H27 H28 H28 H28 22 22 22 22

高次都市施設

中心拠点誘導施設

連携生活拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 313 313 313 313 0 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
柳川市 直 A=1,000㎡ H25 H29 H25 H25 53 53 53 53

0

0

－ H25 H29 H29 H29 2 2 2 2

0

－ H25 H29 H27 H29 2 2 2 2

0

合計 57 57 57 57 …B
合計(A+B) 370

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
柳川市 29 ha ○ H25 H30 10

合計 10

重点地区型まち並み整備に関する研究 柳川商店街地区・沖端地区

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

まち歩き推進事業 －

事業活用調
査

事後活用調査 －

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

地域交流空間用地費

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

サイン事業

内堀線、サイン事業

道路

道路

細項目 うち民負担分
道路 内堀線

事業 事業箇所名 事業主体

0.4

直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 370 交付限度額 148 国費率

交付期間内事業期間



　　柳川駅周辺地区（福岡県柳川市） １９７  ha 区域

　都市再生整備計画の区域

面積

柳川市隅町、旭町、横山町、曙町、八軒町、常盤町、恵美須町、上町、蟹町、材木町、中町、辻町、八百屋町の一部、西
魚屋町、京町、椿原町、細工町、東魚屋町、北長柄町、小道具町、一新町、新町、南長柄町、出来町、袋町、本町の一
部、片原町、鍛冶屋町の一部、元町の一部、柳町、坂本町、本城町の一部、新外町の一部、城隅町の一部、奥州町の一
部、鬼童町の一部、三橋町江曲の一部、三橋町藤吉の一部、三橋町高畑、三橋町下百町の一部

西鉄柳川駅

柳川市立図書館

県道徳益蒲津線

柳川市役所

柳川市民会館

柳川市民体育館

柳川郵便局

福岡県全域図

柳川市

N

県道本町・新田・大川線

徳益駅

柳河･城内地区
197ha
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観光入込客数　　　　　　　　　　（人／年）

商店街の歩行者通行量　　　　（人／日）

身近な景観の改善度　　　　　　　（％）

　柳河･城内地区（福岡県柳川市）　整備方針概要図

目標
市街地のまち歩き観光の振興と賑わいの創出を図る
　①観光拠点と拠点間の整備及びスムーズな案内誘導により回遊性を高め、交流人口の増加を目指す。
　②魅力あるまち並みと賑わいの場の創出により、住民や観光客の滞留性を高め、中心市街地の活性化を目指す。
　③市街地の良好なまち並みの形成と賑わいにより、定住環境の向上を目指す。

代表的な
指標

1,174,000　　（Ｈ２４年度）　　→　　1,200,000　　（Ｈ２９年度）

     1,074　　（Ｈ２１年度）　　→　　     1,200　　（Ｈ２９年度）

         38　　（Ｈ２２年度）　　→　　         42　　（Ｈ２９年度）

N

■基幹事業
（道路）
（高質空間形成施設）
・内堀線

■基幹事業
（地域生活基盤施設）
（高質空間形成施設）
・サイン事業（情報板）

□提案事業
（事業活用調査）

・事後活用調査
（まちづくり活動推進事業）

・まち歩き推進事業

■関連事業
重点地区型まち並み整備に関

する研究（沖端地区）

■関連事業

重点地区型まち並み整備に関

する研究（柳川商店街地区）

■基幹事業
（地域生活基盤施設）
・(仮称)新外町緑地広場

■基幹事業

（高質空間形成施設）

・多目的公衆トイレ

□提案事業

（地域創造支援事業）

・地域交流空間用地


